
コウチュウ目ホタル科 石川県カテゴリーヒメボタル 準絶滅危惧

なし国カテゴリー

本州、四国、九州に分布する。
国内分布

加賀市、小松市、白山市の低山地から山地に生息するが、発生地は限られる。
県内分布

体長６mm前後で、ヘイケボタルに似ているが、前胸背は淡赤色である。
形　　態

石川県における生息地が加賀南部に限られていて、今後、森林開発による環境変化が生ずる可能性が

ある。
選定理由

成虫は、６月下旬から７月上旬にかけて出現する。オスはフラッシュ光を放ちながら飛翔するが、メ

スは後翅が退化し飛べない。幼虫は陸生で、オカチョウジガイ等の陸生貝類を食するといわれている

が、本県では確認されていない。

生　　態

現在のところ生息地における本種の個体数は比較的安定しているが、本種がエサとしている陸生貝類

は分布が局地的で、環境の変化に敏感なため、森林の開発や荒廃による影響を受けやすい。一部の生

息地では、開通した道路の街灯照明が本種の生態に影響を与えている。（A）

生存の危機

石川県のヒメボタルはいわゆる「小型ヒメボタル」で、現在のところ杉林以外の林床からは見つかっ

ていない。
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渓流に比較的近く、湿気が多い杉林の林床で草や灌木が生育している所に生息する。エサとなる陸生

の貝類が生息することも重要である。
生息地の条件

県内の分布
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1990年以降に生息を
確認している

km0 10 20


